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児童発達支援自己評価表「事業所職員向け」
公表 令和3年7月1日

事業所名 さんぽみち

スタッフ14名回答

チェック項目 は
い　

どちら
ともい
えない

い
い
え

工夫している点 課題や改善すべき点を踏
まえた改善内容又は、改

善目標
環
境
・
体
制
整
備

① 利用定員が指導訓練室
等スペースとの関係で
適切である

6 6 2 ・必要ない物は置かない
ようにして片付けてい
る。 
・人数によって狭く感じ
たり、広すぎたりするこ
ともある。

・戸棚も設置したため、
片付けがしやすくなった
かと思います。必要な物
とそうでないものをはっ
きりとし、子どもたちが
わかりやすい環境づくり
をしていきたいです。 
・子どもたちの様子に合
わせて、スタッフも臨機
応変に入退室をしながら
支援をしていけたらと思
います。

② 職員の配置数は適切で
ある

7 7 ・移動時などは安全を第
一にと考え、数回に分け
て移動している。 
・適切ではあるが、日々
変動的。

・スタッフ同士で声をか
けあいながら、安全を一
番に考えていきたいで
す。 
・スタッフも安心して支
援できる体制を作りたい
です。

③ 生活空間は、本人に分
かりやすく構造化され
た環境になっている。
また、発達の特性に応
じ、事業所の設備等
は、バリアフリー化や
情報伝達等への配慮が
適切になされている

11 3 ・目で見て分かるように
絵カードを使用している
が、動きのある時は、流
れで分かるように環境の
配置も工夫していく必要
がある。

・絵カードだけではわか
らないこともありますの
で、どの児もわかりやす
い配慮をできたらいいと
思います。具体的にどの
ようにしていったらわか
りやすいのかを検討しあ
えるとよいです。

④ 生活空間は、清潔で、
心地よく過ごせる環境
になっている。また、
子ども達の活動に合わ
せた空間となっている

9 5 ・清潔に使用できるよう
に心がけているが、床・
畳等、年数経過している
所は修理が必要。 
・消毒するようになり、
更に徹底されるようにな
った。ただ、玄関先やト
イレ等の共有スペースの
汚れが気になる。

・床や畳などの修理箇所
は現在どのように修理を
するのか、検討中です。 
・共有スペースの掃除に
ついては、みなさんが気
持ちよく利用できるよう
に、施設全体で検討しま
す。
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業
務
改
善

⑤ 業務改善を進めるため
のPDCAサイクル（目
標設定と振り返り）
に、広く職員が参画し
ている

10 4

⑥ 保護者等向け評価表に
より、保護者等に対し
て事業所の評価を実施
するとともに、保護者
等の意向等を把握し、
業務改善につなげてい
る

11 3

⑦ 事業所向け自己評価表
及び保護者向け評価表
の結果を踏まえ、事業
所として自己評価を行
うとともに、その結果
による支援の質の評価
及び改善の内容を、事
業所の会報やホームペ
ージ等で公開している

9 5

⑧ 第三者による外部評価
を行い、評価結果を業
務改善につなげている

8 6

⑨ 職員の資質の向上を行
うために、研修の機会
を確保している

14 ・積極的に参加するよう
にしている。 
・研修は多いと思う。相
談をしやすい。

・カンファの回数も増
え、みなさんが意欲的に
参加してくださり、あり
がたいです。

適
切
な
支
援
の
提
供

⑩ アセスメントを適切に
行い、子どもと保護者
のニーズや課題を客観
的に分析した上で、児
童発達支援計画を作成
している

12 2

⑪ 子どもの適応行動の状
況を図るために、標準
化されたアセスメント
ツールを使用している

9 5
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⑫ 児童発達支援計画に
は、児童発達支援ガイ
ドラインの「児童発達
支援の提供すべき支
援」の「発達支援（本
人支援及び移行支
援）」、「家庭支
援」、「地域支援」で
示す支援内容から子ど
もの支援に必要な項目
が適切に選択され、そ
の上で、具体的な支援
内容が設定されている

12 2

⑬ 児童発達支援計画に沿
った支援が行われてい
る

12 2

⑭　活動プログラムの立案
をチームで行っている

11 2 1

⑮ 活動プログラムが固定
化しないよう工夫して
いる

10 4 ・心がけている。 
・常勤STでの話し合いの
時間を設けるようにし
た。

・繰り返しで安心できる
ことも大切にしながら、
子どもたちが受け入れら
れる活動を考えていま
す。

⑯ 子どもの状況に応じ
て、個別活動と集団活
動を適宜組み合わせて
児童発達支援計画を作
成している

11 3 ・スタッフ同士で話した
り、情報交換をしてい
る。

・MTや日々の申し送
り、振り返りなどで、い
ろいろなことを話し合え
ると良いと思います。

⑰ 支援開始前には職員間
で必ず打合せをし、そ
の日行われる支援の内
容や役割分担について
確認している

13 1

⑱ 支援終了後には、職員
間で必ず打合せをし、
その日行われた支援の
振り返りを行い、気付
いた点等を共有してい
る

14 ・パートST、常勤STと
の共有を大切にしてい
る。

・支援前の申し送り、支
援後の振り返りなど、
日々スタッフの入れ替わ
りもありますので、丁寧
にやっていきたいです。

⑲ 日々の支援に関して記
録をとることを徹底
し、支援の検証・改善
につなげている

14 ・パートST、常勤STと
の共有を大切にしてい
る。

・誰が見てもわかりやす
い記録がとれるように工
夫しています。
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⑳ 定期的にモニタリング
を行い、児童発達支援
計画の見直しの必要性
を判断している

11 3

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

㉑ 障がい児相談支援事業
所のサービス担当者会
議にその子どもの状況
に精通した最もふさわ
しい者が参画している

10 4

㉒ 母子保健や子ども・子
育て支援等の関係者や
関係機関と連携した支
援を行っている

9 5 ・状況によってはケース
会議をしている。

・医療、通園先、保健
師、子育て支援ひろばな
ど、関係機関との連携を
していくように心がけて
います。

㉓ （医療的ケアが必要な
子どもや重症心身障が
いのある子ども等を支
援している場合）地域
の保健、医療、障がい
福祉、保育、教育等の
関係機関と連携した支
援を行っている

10 4

㉔ （医療的ケアが必要な
子どもや重症心身障が
いのある子ども等を支
援している場合）子ど
もの主治医や協力医療
機関等と連絡体制を整
えている

11 3

㉕ 移行支援として、保育
所や認定こども園、幼
稚園、特別支援学校
（幼稚部）等との間
で、支援内容等の情報
共有と相互理解を図っ
ている

11 3 ・状況によって、日々の
様子を動画で観て頂くこ
ともある。

・誰でもわかりやすくイ
メージをして、情報共有
ができるように努めてい
きたいです。

㉖ 移行支援として、小学
校や特別支援学校（小
学部）との間で、支援
内容等の情報共有と相
互理解を図っている

12 2 分かり合えるように、母
の話しを具体的に伝えて
いる。

・母の話を具体的に伺い
ながら、書類を作成して
います。学校の先生とお
話をしながら、できるこ
とを調整しています。

㉗ 他の児童発達支援セン
ターや児童発達支援事
業所、発達障がい者支
援センター等の専門機
関と連携し、助言や研
修を受けている

11 3
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㉘ 保育所や認定こども
園、幼稚園等との交流
の機会がある

4 3 7 ・今後の支援でもイメー
ジや基準等を把握するた
め機会をもらった。

・一部スタッフで幼稚園
実習をしました。子ども
たちの発達のイメージや
通園先での集団の様子を
知る機会になりました。

㉙ （自立支援）協議会子
ども部会や地域の子ど
も・子育て会議等へ積
極的に参加している

4 6 4 ・一部スタッフで幼稚園
実習をしました。子ども
たちの発達のイメージや
通園先での集団の様子を
知る機会になりました。

・連携の取りやすいよう
に、日頃から連絡をとる
ように努めたいです。

㉚ 日頃から子どもの状況
を保護者と伝え合い、
子どもの発達の状況や
課題について共通理解
を持っている

12 2 ・足りない点もあるが、
迎えの時に話せるように
心がけている。

・お迎えの時、面談の時
など、日々の気になって
いることを踏まえ、お話
をできるようにしていき
たいです。

㉛ 保護者の対応力の向上
を図る観点から、保護
者に対して家庭支援プ
ログラム（ペアレン
ト・トレーニング等）
の支援を行っている

12 2

保
護
者
へ
の
説
明
責
任
等

32 運営規程、利用者負担
等について丁寧な説明
を行っている

11 3 ・説明会を行っている。 ・説明会の内容を丁寧に
スタッフにも周知するよ
うにしたいです。

33 児童発達支援ガイドラ
インの「児童発達支援
の提供すべき支援」の
ねらい及び支援内容
と、これに基づき作成
された「児童発達支援
計画」を示しながら支
援内容の説明を行い、
保護者から児童発達支
援計画の同意を得てい
る

11 3

34 定期的に、保護者から
の子育ての悩み等に対
する相談に適切に応
じ、必要な助言と支援
を行っている

11 3 ・必要な時は医療機関の
心理担当者に様子を伝え
て情報共有している。 
・日々、保護者に声をか
け、面談時に話しやすい
雰囲気作りをしている。

・保護者が相談しやすい
雰囲気をさんぽみちとし
ても作っていきたい。ま
た、保護者も相談しやす
い場所や相手があるの
で、他機関との連携をと
りながら、保護者のニー
ズに応えられるようにし
たいです。
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35 父母の会の活動を支援
したり、保護者会等を
開催する等により、保
護者同士の連携を支援
している

9 4 1 ・直接支援をした経験が
ないため分かりません。 
・今年度はコロナの関係
であまりできなかった。

・令和３年度は新型コロ
ナウィルス感染症対策を
考え、少人数で行う予定
です。実施後は状況や様
子をスタッフ全体に周知
していくようにします。

36 子どもや保護者からの
相談や申し入れについ
て、対応の体制を整備
するとともに、子ども
や保護者に周知し、相
談や申し入れがあった
場合に迅速かつ適切に
対応している

12 2

37 定期的に会報等を発行
し、活動概要や行事予
定、連絡体制等の情報
を子どもや保護者に対
して発信している

11 3 ・毎月、お便りを作成し
ている。

・保護者のニーズに合わ
せて、日程だけでなく、
日々の様子が伝えられる
ように工夫をしていま
す。

38 個人情報の取り扱いに
十分注意している

13 1

39 障がいのある子どもや
保護者との意思の疎通
や情報伝達のための配
慮をしている

13 1 ・電話で伝えた時、お話
しをした時、メモも一緒
に記入する等。

・一人ひとり伝わりやす
い伝達方法が異なるた
め、何がわかりやすいの
かを繰り返しの中で工夫
するようにしたいです。

40 事業所の行事に地域住
民を招待する等地域に
開かれた事業運営を図
っている

8 5 1

非
常
時
等
の
対
応

41 緊急時対応マニュア
ル、防犯マニュアル、
感染症対応マニュアル
等を策定し、職員や保
護者に周知するととも
に、発生を想定した訓
練を実施している

12 2 ・訓練を実施できるよう
に予定を記入していく。

・マニュアルは策定し、
年度当初にお伝えするよ
うにしています。

42 非常災害の発生に備
え、定期的に避難、救
出その他必要な訓練を
行っている

12 2 ・その他必要な訓練がで
きるように努めていく。 
・外遊びの移動時と同様
に避難時にすぐ駆けつけ
てくれる人出が必要。

・年間を通して、災害、
防犯、感染症などの様々
な訓練を取り入れるよう
に心がけています。
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43 事前に、服薬や予防接
種、てんかん発作等の
こどもの状況を確認し
ている

11 3

44 食物アレルギーのある
子どもについて、医師
の指示書に基づく対応
がされている

12 2

45 ヒヤリハット事例集を
作成して事業所内で共
有している

12 2 ・道路への飛び出しが出
来ないように環境整備を
お願いしたい。

・多機能事業所ですの
で、車の出入りもあり、
全体の環境整備は難しい
かもしれません。どの場
面で飛び出しが多いのか
を探り、具体的に何をど
うしたら安全に過ごせる
のかを検討したいと思い
ます。

46 虐待を防止するため、
職員を研修機会を確保
する等、適切な対応を
している

10 4

47 どのような場合にやむ
を得ず身体拘束を行う
かについて、組織的に
決定し、子どもや保護
者に事前に説明し了解
を得た上で、児童発達
支援計画に記載してい
る

7 5 1
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